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現 在 、 あ ら ゆ るプ ロ ダクトの 操 作 が 自 動 化 さ れ て い ます。 確 か に 、 私 た ちの 生 活 は 便 利 に なってきて い

る と 思 い ま す。 し か し 、 生 活 の 中 に 実 際 に 触 れ 動 か し 操 作 して いく工 程 が 減って いくこ と に 私 は 少 し 寂

しさ を 感 じ ました 。 そ れ は 、 触 れ 動 か して いく工 程 に 大 き な 意 味 が あ る と 感 じて い た か らで す。 触 れ 動

か す 工 程 が ま ず 必 要 と 感 じ た の は 、 記 憶 に 多くの 懐 か し い イン タ ーフェイス が あった か らで す。 お ば あ

ちゃん の 家 の ガ スコ ン ロ や プ レステ２の 少 し 硬 い スティックコ ントロ ー ラ な ど 触 れ 動 か すことが 記 憶 に 強

く影 響 す る と感 じました 。ま た 、ス ポ ー ツ 選 手 な ど の ア スリートの 中 に は 試 合 前 に そ の 人 ならで は の ル ー

ティーン を 行 うことで 、 メンタル をコ ントロ ー ルして い ます。 こ の ように 、 実 際 に 触 れ 動 か す 「 工 程 」 を

大 切 に す ることで 新 た な 物 理 的 インタ ーフェイス の 価 値 が 見 つ か る と考 えます。

＿触れ動かすことの薄れ。
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まず、今ある物理的インターフェイスについて理解するために、それらを表にまとめました。「動作」「使

用シーン」「感じたこと」の３つの項目で、表にしていき物理的インターフェイスの要素の抽出を試み

ていきました。「動作」「使用シーン」は、そのプロダクトの操作に直結する動きであり、動きと効果

の関係について知るために項目です。また、物理的インターフェイスの根本的な価値以外で、人に与

える付加価値を知るための項目として設定しました。

_ 事例調査

上記の調査から得られた 4 つのキーワードから 3 つの根幹的な価値が見えてきました。この調査で、

物理的インターフェイスはこれら 3 つの価値がお互いに関係し合いうことであらゆる要素を生み出して

いると考えました。「触覚」は触れるという体験とともに「視覚」を通して「記憶」されていく。そして、

それは思い出となり「懐かしい」や「ホッとする」「愛着」などの感動を生みます。つまり、触れ動か

すという「工程」が記憶にのこり「ヒト」の習慣や思い出となることで感動を生み、記憶的価値となっ

ていくと考えました。

_ 物理的インターフェイスの潜在価値

1 . エ モ ー ショ ナ ル

4 . 心 地 の 良 さ

3 . 感 覚 的 伝 達

2 . ア フォ ー ダ ン ス
視 覚
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注１： 中 谷 　 正 史 「 触 楽 入 門 」



調 査 ＿１で は 、 物 理 的 イン タ ーフェイス の 理 解 に 努 め まし た 。 そこ で 、 調 査 ＿２で は 、 触 れ るこ と 自 体

に す る た め に 、『 触 楽 入 門 』という本 を 読 み ました 。 ここで は 、あら ゆ る「 触 感 」に つ いて の 実 験 ととも に 、

触 れ るこ とで 起 きる 人 間 の 面 白 い 現 象 を 教 えてくれ ました 。 触 れ る という 行 為 自 体 を 行 うこ とで 人 が あ

ら ゆ るこ とを 認 知 して い るこ との 事 実 を 改 め て 理 解 す る とと も に 、 そ れ が 記 憶 や 精 神 的 に も 大 き な 影 響

が あ ることも 理 解 で きました 。

_『触楽入門』を読んで

『 触 楽 入 門 』 に は 「 安 心 毛 布 現 象 」 に つ いて 書 か れ て あ りましす。 こ れ は 「 お 気 に 入 りの も の に 触 れ て

い る だ け で 落 ち 着 いて いら れ る 。（ 注１）」 という 状 態 を い い ます。 こ の ように 、 触 れ 動 か すこ と が 特 定

の シ ーン に 習 慣 化 した とき、人 に 安 心 や 落 ち 着 き、集 中 を 与 えます。こ れ が「 モ ノ」が「 お 気 に 入 り」に なっ

た ときで あ る と 考 え ました 。 つ まり、 人 の 大 切 な 時 間 に 触 れ 動 か す 工 程 を 習 慣 化 で きた とき、 そ の 人 の

か け が え の 無 い お 気 に 入 りな 「 モ ノ」 となって い きます。 こ の ように 、「 ヒト 」 と「 モ ノ」 が 影 響 し 合 え

る 関 係 性 を 築 きあ げ る の は 、 物 理 的 インタ ーフェイス の 新 た な 価 値 に な る と考 えました 。

_ 人の大切な時間と習慣

人の大 切な

時 間
お 気に入りな「モノ」触れ動かす

習 慣
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触れ動かすことで、 人にお気に入りの「モノ」をデザインする。

人と「モノ」との出 会いを作り出す。

触 れ 動 か す こ と は 、「 ヒト 」 と「 モ ノ」 の 距 離 を 近 づ け 関 係 を 円 滑 に してくれ ま す。 し か し 、 価 値 とし

て は こ れ だ け で は な い の で す。 あ な た の 生 きて いく時 間 に 習 慣 として 触 れ 動 か すこ と が あ る とき、 そ れ

は お 気 に 入 りの「 モ ノ」とな ります。 私 は 、お 気 に 入 りの「 モ ノ」というも の は 、「 ヒト 」に とって「 モ ノ」

が 生 活 に なくて は な ら な い 関 係 性 で あ る 状 態 と 考 えて い ます。 つ まり、 触 れ 動 か す 物 理 的 インタ ーフェ

イス が あ る からこそ 「 ヒト 」 に とって 大 切 で あ り、 お 気 に 入 りな 「 モ ノ」 が 生 ま れ てくる の です。

こ れ ま で は 、 お 気 に 入 りの 「 モ ノ」 は 、 人 と 偶 然 の 出 会 い を 経 て、 とも に 時 間 を 過 ごして いく中 で 、 お

気 に 入 りの 「 モ ノ」 が 出 来 て い き ま す。 し か し 、 こ れ で は お 気 に 入 りの 「 モ ノ」 を 作 って いくこ と は で

きま せ ん 。 そ の た め 、 物 理 的 インタ ーフェイス ならで は の 視 点 で そ の 方 法 を 模 索 し 、 必 然 性 の あ る 出 会

い 方 を 考 察 して い き まし た 。 そこ で 、「 物 理 的 」 で あ る と い うこ と か ら 、 形 状 、 材 質 に 着 目 しようと 考

え ました 。 形 状 と 材 質 として 「 モ ノ」 と 人 が 出 会 う場 面 とした とき、 視 覚 として の 情 報 が 一 番 最 初 の 出

会 いです。 そこで 、「 触 れ た い 」 と思 わ せ ることが きっか け に な る の で は と考 え ました 。
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触れたくなる形 状の模 索

触 れ たくな る 形 状 を 探 して いくた め に も 、 幅 1 5 0 m m 、 高 さ 2 0 0 m m 、 厚 さ 2 0 m m の 板 の な か で あら

ゆ る 形 状 を 乗 せ るようにして、 たくさん の プ ロトタイプ を 作って い きました 。「 触 れ た い 」 と 人 に 思 わ せ

た 時 、「 モ ノ」 へ の 出 会 い を 誘 導 で きて い る 状 況 とい えます。 出 会 い としいて、「 モ ノ」 と人 を 繋 げ る 時 、

物 理 的 で あ ること は 大 き な 価 値 だ と 思 い ました 。 そこで 、 本 研 究 で は 「 触 れ たくな る 形 状 」 を 模 索 して

い きました 。 物 理 的 で あ る か らこ そ の 形 状 や 材 質 に 着 目 す るこ とで 、 触 れ るこ と を 誘 導 し 、 より必 然 的

な 出 会 い が 作 り出 せ る の で は と 考 え ました 。 そして 実 際 に あ ら ゆ る 形 状 と 材 質 を 使って 「 触 れ たくな る

形 状 」 を 作 り触 れ て いく研 究 を 行って い きまし た 。 そして、 そこ か ら 出 てき た 特 性 を 人 の 大 切 な 時 間 に

あ る 「 モ ノ」 として ア ウトプットす るこ とで 必 然 性 を 持った お 気 に 入 りの 「 モ ノ」 を デ ザ イン 出 来 る の で

は と考 えました 。
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触れたくなる形 状の模 索

「 触 れ たくな る 形 状 」 を 多 数 出 して いく中 で 、３つ の 群 に 分 類 す るこ と が で きました 。 そして、 そ れ ら 一

つ 一 つ に 触 れ るこ とへ の 誘 導 性 が 見 えてきまし た 。 こ れ ら３つ の 誘 導 性 や 特 性 を 活 か し 、 デ ザ インして

いくことで 「 ヒト 」 と「 モ ノ」 に 必 然 的 な 出 会 い を 作 り出 せ る と考 えました 。

痕跡

「 痕 跡 」 は 、 こ れ ま で の 事 象 を 伝 える 形 状 で あ り、 そ れ を 繰 り返 し 行 い たくな る 高 い 誘 導 性 を 伴 い ます。

そして、「 痕 跡 」 の 触 れ 動 か す 工 程 は 強 い 操 作 感 を 人 に 残 し ま す。 そ れ は 、 人 の 時 の 流 れ に 強 い 印 象

を 与 え 、 生 活 に 一 つ の ポ イントを 作 ります。

違和感

「 違 和 感 」 は 、自 然 で は 起こり得 な い 形 状 や 、平 面 に あ る 小 さな 凹 凸 な ど、人 の 不 自 然 を 感 じさせる 形 状 、

材 質 で あ り、 そ の 不 自 然 で 人 の 注 意 を ひ き、 行 動 を 誘 導 します。 ま た 、 違 和 感 は 人 に 新 鮮 な 触 感 とイン

パ クトを 与 えます。 そして、 人 に 触 れ ることで 残 残して 行 きます。

違和感

「 触 感 」 は 、人 の 過 去 に あ る 体 験 からくる 記 憶 に あ る 触 感 を 刺 激 し 、再 び 触 れ 動 か すことを 誘 導 します。

そして 触 感 は 、 そ の 人 の 記 憶 を 刺 激 し 、 懐 か し さ を 感 じ さ せ る と と も に 、 触 れ 動 か し た 時 、 安 心 や 心

地 よさ を 感 じさ せ ます。
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O u t p u t



螺旋形状を落とし込む。

操作をきっかけに一息する落ち着く時間を。

触 れ たくな る 形 状 として、『 痕 跡 』 の 要 素 を 持 つ 写 真 の よう な 螺

旋 形 状 を 照 明 器 具 として デ ザ インし まし た 。 螺 旋 形 状 は 、 人 に

２つ の 行 動 を 誘 導 します。１つ 目 は 、 重 力 に より下 に 垂 れ 下 がっ

て い る 螺 旋 形 状 に は 人 に 押 し 上 げ る 行 動 を 誘 導 。２つ 目 の 、 上

に 突 き 出 る よう に で き た 螺 旋 形 状 は 、 押 し 込 む こ と を 誘 導 。 こ

の よう に 、「 螺 旋 形 状 」 の プ ロトタイプ を 通 じ て 、 こ の 誘 導 性 に

気 付 きプ ロ ダクトに 落 とし 込 め る の で は と考 えました 。

螺 旋 形 状 の 上 に 押 し 上 げくっつ け る 動 作 や 下 に 引っ 張 りた わ ま せ る 動 作 は 高 い 操 作 感 を 生 み ます。 こ れ

が 人 の 大 切 な 時 間 で あ る 「 一 息 つく落 ち 着 い た 時 間 」 の 前 の 動 作 として 習 慣 化 した 時 、 こ の 動 作 をきっ

か け に「 一 息 つく落 ち 着 い た 時 間 」の ス イッチ の ような 役 割 に なってくれ る と考 えて い ます。 こ の 作 品 は 、

螺 旋 形 状 の 高 い 操 作 感 を 利 用 し 、 人 の 落 ち 着 い た 時 間 に 寄 り添 う「 モ ノ」 として デ ザ インしました 。

ゆっくり座って操作できる照明に

「 一 息 つく落 ち 着 い た 時 間 」 の 前 の 動 作 を 引 き 出 すプ ロ ダクトとして 、 座って 操 作 で きる 高 さ に 設 定 しました 。

そして、 座った 状 態 で 手 を 伸 ば す と螺 旋 形 状 の 先 端 を 掴 め る 高 さとす ることで 、 ユ ー ザ の 落 ち 着く必 要 な 光 の

コ ント ロ ー ル を 簡 単 に で きる 高 さ を 求 め デ ザ イン をして い き まし た 。 ま た 、 光 量 を 操 作 で きる イン タ ーフェイ

ス をして 螺 旋 が 一 回 転 ず つくっつ いて いく設 計 となって い ます。
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触 れ たくな る 形 状 として、『 違 和 感 』 の 要 素 を 持 つ 写 真 の よう

な 形 状 を C D プ レ イ ヤ ー として デ ザ インし まし た 。 滑 ら か な 突

起 は 、 指 に フィットしそうという 印 象 や 、 こ の 突 起 を ずらして み

よ う と も 考 え ま す。 さ ら に 、 円 と い う 形 状 意 味 を 足 す こ と で 、

人 に 回 す と い う 動 作 を 誘 導 し ま す。 こ の よう に 、 形 状 の も つ 誘

導 性 を 足 すことでより詳 細 な 行 動 誘 導 が で きます。今 回 は こ の 、

形 状 で 曲 の 操 作 が で きる C D プ レ イヤ ー の デ ザ イン をす るこ と

にしました 。

突起形状と円を落とし込む。

突 起 形 状 は 触 れ た 時 に 少 し の 刺 激 とと も に 印 象 を 与 え ま す。 こ れ に より、 集 中 す る 際 に 必 要 な 音 楽 の

操 作 をした 時 、 一 つ の キリの い い ポ イントとなってくれ る と 考 えて い ます。 つ まり、 刺 激 ととも に 印 象 を

持った 巻 き 戻 す と いう 行 為 が キ リの い い ポ イントとな り 次 の 集 中 の 時 間 を 高 め る と 考 え まし た 。 こ の よ

う に 、 集 中 と 集 中 の 間 に あ る 回 し 巻 き 戻 す 行 為 と 少 し の 刺 激 の 感 覚 が 習 慣 となった 時 、 集 中 空 間 と 音

楽 ととも に そ の 感 覚 、「 モ ノ」 が 必 要 不 可 欠 とな る と考 えて い ます。

集中し没頭する時間に少し刺激ある操作を。

作業に必要なものとともに持ち運ぶ。

本 や 、 パ ソコ ン、 ノート と いった 作 業 に 使 う も の とと も に 運 べ る 大 きさ に 設 定 し まし た 。 家 の 中 は プ ラ

イ ベ ートで あ りま す が 仕 事 で も 、 趣 味 で も 集 中 す る シ ーン は たくさ ん あ りま す。 そ ん な い ろ ん な 集 中 の

い る あ ら ゆ る シ ーン で 使 用 で きるよう に 四 角く、 板 状 の 形 状 とし まし た 。 こ れ に よりパ ソコ ン や ノート、

本 といった 作 業 に 必 要 な も の と 同 時 に 持 ち 、 家 の 中 どこ で も 持 ち 運 べ るようにしました 。 こ の よう な 形

状 とす ることで 、 より人 の 集 中 す る 時 間 に 寄 り添った デ ザ イン とす ることが で きた と考 えて い ます。
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今 回 は 、 写 真 の よう な 『 触 感 』 の 要 素 を 持った 縫 わ れ た 凹 凸 形

状 を 利 用 し 、 計 算 機 を デ ザ インし まし た 。 昔 よく触 っ た 「 モ ノ」

や 気 持 ちよ かった な ど という 潜 在 的 記 憶 か らくる 触 りたくな る 形

状 や 材 質 が 存 在 し ま す。 こ の よう な 形 状 は 、 慣 れ 親 し ん だ 形 状

で あ り 使 用 者 に 懐 か し さ や 安 心 感 を 与 え ま す。 こ の 特 性 を 活 か

し 、 仕 事 場 な ど 緊 張 感 の あ る シ ーン に 使 う 計 算 機 の デ ザ イン を

す ることにしました 。

縫いと凹凸を落とし込む。

仕事に慣れ親しんだ触感を加える。

本 作 で は 、 計 算 機 の イン タ ーフェイス として 皮 を 縫 うこ とで 凹 凸 を 持 た せ た 形 状 と 材 質 を 利 用 して い ま

す。 こ れ は 、 昔 か ら あ る 防 災 頭 巾 の 縫 い 目 の 間 の 凹 凸 か ら 着 想 を 得 ました 。 皆 さ ん も 防 災 頭 巾 の 凹 凸

は 押 してしまった 経 験 が あ る と 思 い ます。 こ の ように 昔 慣 れ 親 しんで い た 感 覚 や 形 状 は 懐 か しさや 安 心

感 を 人 に 与 えてくれ ます。仕 事 の 時 間 は 人 に とって とても 大 切 な 時 間 です。そん な 仕 事 の 緊 張 感 あ る シ ー

ン で あ る か らこ そ 人 の 慣 れ 親 し んで き た 安 心 感 あ る 形 状 が 生 きてくる と 感 じ まし た 。 そして、 そ の 触 感

が 仕 事 の 時 間 に なくて は なら 「 モ ノ」 とな る と考 えて い ます。

計算機の役割とカバーとしての役割。

業 種 に よって は 、 計 算 機 を 持 ち 歩くこ と が あ ります。 本 作 の 計 算 機 で は 、 持 ち 運 ぶ 際 に 皮 を 折 りた た む

ことで カ バ ー の ように 包 むことが で き、 持 ち 運 び に 適 した デ ザ イン としました 。 こ の ように 、 皮 を 使 用 し

た 作 品 で あ りそ れ を 活 か す 使 用 方 法 と 形 状 を 考 え デ ザ インして い きました 。 ま た 、 カ バ ー は 使 用 す る 際

に 本 体 の 後 ろで 巻くことで 、 計 算 機 に 打 ちや す い 角 度 を 持 た せ てくれ ます。
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